








〔緒言〕 

 HLA抗原は,マウスのH-2抗原に相当するヒト主要組織適合抗原系で,こんにちでは,ヒト

の第6番染色体短腕上の,A,B,C,Dの少なくとも4つの遺伝子座よりなる遺伝子複合体の遺

伝子産物として知られている。その生物学的意義は,組織や細胞の移植の可否を決定する抗

原系として,移植免疫との関係で研究が進められてきたが,免疫応答機構や疾患感受性とい

う面からも注目され,さまざまな疾患と HLA 抗原との相関が報告されている。 

 各種アトピー性疾患と HLA との関係では,家族内多発例で患者群が同一のハプロタイプ

を共有するという報告が多く,HLA に連鎖する疾患感受性遺伝子の存在が示唆されている。

しかし,特定の HLA 抗原との相関では報告がまちまちで,否定的な報告も多く,一定した見

解が得られていない。 

 これは,疾患自体の Heterogeneity アレルゲンの purity の問題,免疫応答遺伝子

(Ir-gene)の存在が示唆される HLA-D 領域抗原の検索が不充分であること,発症に関与する

因子の多遺伝子性などによるものと考えられる。 

 このような問題点をふまえて,私どもは昨年のこの班研究の一環として,チリダニのみつ

よい反応性を有する,明らかなアレルギー型喘息児だけを対象として,従来の HLA-A,B,C 抗

原系とともに免疫応答遺伝子(Ir-genc)の存在が示唆されている HLA-D 領域抗原

(HLA-DR,MBおよびMT抗原系)の検索を行い報告した。それはこの種の疾患発症にはIr-gene

の関与が想定され,それには HLA-D 領域抗原の検討が不可欠であったからである。その結果

D領域抗原の中でMB3'がこの患者群で100%の出現率となり,対照群72%に比して有意に高い

相関をもつことが明らかにされた。このときに対象としたアレルギー性喘息児は総数 23

例で(平均年令 11.3 才 ),血清 IgE 値が高値(1150～ 3900,平均 2077U/ml)を示

し,Dermatophagoides farinae にのみ少なくも 2x104 倍以上の希釈で skin test が陽

性,Dermatophagoides farinae に対する RAST scoreが全例 3以上であることの 3条件を満

たす者であった(表 1)。即ち,外因性気管支喘息患者のうちでも,Allergen を

Dermatophagoides farinae に限定し,疾患の Heterogeneity をできるだけ少なくするよう

にしたわけである。 


